
 

 

 

Far
 

プロ

職員の

7 ⽉

Filed

対象

から農

去の

研修を

同研

FFS

して発

先に戻

課題に

 

 

FFS ファシ

 

 

rmer Fiel

ロジェクトは

の森林管理お

10~21 ⽇の

d School（F

象カウンティ

農業普及員及

JICA 技術協

を受け、のち

研修は FFS

の実施時と

発表しました

戻った後に実

に取組み、週

森林政策 

シリテーター養

*各活動

ld Schoo

は活動のひと

および森林普

の約 2 週間を

FFS）のファ

ィー政府には

及び環境職員

協⼒プロジェ

ちにマスター

S の実施ステ

同じように複

た。現在、他

実施内容に対

週末も休みな

CAD
持続的
 

パイロ

養成研修

動の連携につ

l のファシ

とつとして⼆

普及の能⼒強

をかけて、KF

ァシリテータ

はまだ正式な

員、KFS の森

ェクト「半乾燥

ートレーナー

テップに沿っ

複数のグルー

他カウンティ

対する評価と

なくグループ

DEP SF
的森林管理

ロット事業 

今回のニュ

研修講義

 

いては、プ

 

リテーター

⼆つの対象カ

強化を⽬指し

FS（ケニア森

ター養成研修

な森林官が配

森林官の⼀部

燥地社会林業

ーとなった K

った理論と実

ープに分かれ

ィで実施中の

と議論を⾏い

プは作業を続

FM ニュ
理のための能

REDD+

ュース 

義の様⼦ 

ロジェクトの

ー養成研修

カウンティー

しています。そ

森林公社）の主

をエンブ市内

配属されてい

部を研修⽣と

業強化計画（

KFS 職員 3 名

実践を交えた

れ、毎回与え

の FFS グルー

いました。ほ

続けていまし

ュース
能力開発プ

+ 

の展望図をご

修の開催（2

ー政府（エンブ

その取組の⼀

主要な普及⼿

内で開催しま

いないため、

として選抜し

（2004~200

名に依頼しま

た内容となっ

えられた課題

ープの活動視

ほぼ毎⽇講義

した。 

ス 
プロジェク

2017

育種 

FFS

activ

ご参照くださ

2017 年 7

ブとタイタタ

⼀環として、

⼿法である F

ました。 

カウンティ

しました。講

09 年）」の時

ました。 

っており、研

題をグループ

視察も⾏われ

義終了後も研

ト - ケニア

年 11 月

地域

グ ル ー プ

vity の選定⽅

1 

さい。 

⽉） 

タベタ）

今回、

Farmer 

ィー政府

講師は過

時に FFS

研修⽣は

プで議論

れ、研修

研修⽣は

ア 

‐No.3

域協力 

の Enterpri

⽅法の実習 

ise 



2 
 

 

 

 

 

 

 

 

7 ⽉ 21 ⽇、2 週間の研修を終えた研修⽣⼀⼈⼀⼈は KFS 幹部職員から受講修了書を受取

り、各任地へ戻りました。彼らは今後約 1 年間、任地で FFS を実施する農⺠グループを選

定し、活動を実施していきます。 

 

上記の研修後の翌週には、エンブの FFS 経験者（農⺠）の中から農⺠ファシリテーター

として活躍してきた 4 名を選抜し、彼らを対象に FFS リフレッシュ研修を 7 ⽉ 25 ⽇から

27 ⽇まで実施しました。研修では FFS プロセスのおさらいを⾏い、新しいファシリテータ

ーと同じ時期から新しい FFS を実施してもらう予定です。 

 

   
 

 

 

農⺠ファシリテーターの研修の様⼦ KFS Nduati ⽒から受講修了書 

エンブの Mwanzo FFS グループメ

ンバーによるの苗畑の実験結果の

測定中 

タ ラ カ ニ テ ィ の Gakurungu 

Women SHG の FFS グループ作業

の様⼦ 

KFS の Ngoriareng ⽒から修了書を

受取る研修⽣（農業普及員） 


